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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は医学生の学習成果の規定要因を明らかにすることである。千葉大学医学部6
年次学生を研究の対象とし、2012年度92名、2013年度 96名の合計188名の学生のデータを用いた。学生の社会経済的背
景（親学歴）や社会的属性（性別）、学生の科目の学習や課外活動への関与等を説明変数とし、学内の成績（累積GPA
）を被説明変数として重回帰分析を行った。
　分析の結果、在学中の成績に対しては、学生の社会経済的背景や社会的属性といった可変性の低い変数よりも、大学
入学後の学生の学習への関与や経験といった可変性の高い変数の影響が大きいことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the factors that influence learning 
outcomes of medical students. I analyzed the data of 6th year medical students who were at Chiba 
University in 2012 and 2013.The number of this data was 188. The method in this study was multiple 
regression analysis. The independent variables were socio-economic background (length of education of 
parents) and social attribute (sex) of the medical students. The dependent variable was cumulative 
GPA(Grade Point Average).
 The results of this analysis clarified that the factors influencing the learning outcomes of medical 
students were not unchangeable variables like socio-economic background and social attribute but 
changeable variables like involvements of students at university.

研究分野：教育社会学
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１．研究開始当初の背景 
近年、大学教育の質保証の文脈で、
IR(Institutional Research)が注目を集めて
いる。IR とは「各大学内の教育研究活動に関
する調査研究活動を行う管理部門であり、か
つ経営そのものに関わるさまざまな情報の
入手とその分析を行い、組織管理の改革を行
っている部門」（山田 2009）のことである。
例えば、教学を重視した IR では、より効果
的な学生支援や学習環境の設定、入学者選抜
の方法や教育プログラム・教育方法の改善の
ために、大学生調査や教務関連データの収集
を行い、学生の学習成果と各種データとの関
連を分析する。 
 IR やカレッジ・インパクト研究の分野の代
表的な研究成果としては、小方（2008）や山
田礼子らの研究グループによる JCSS 学生調
査（山田，2009）などがある。しかし、小方
が指摘するように、こうした学生調査・研究
にはいくつかの「課題と限界」がある。例え
ば、①学習成果が自己申告的な主観的データ
に依存している点、②専門分野や学生の文脈
に応じた分析の必要性と、個別大学・学部の
おかれた状況に応じた実践的インプリケー
ションを析出する必要がある点などである。 
第一に、こうした研究は間接評価（学生の
学習成果に関する自己評価や成績の自己申
告）の結果を学習成果としており、直接評価
（実際の成績・GPA 等）を用いて分析してい
ない。より正確な学習成果とその規定要因を
明らかにするためには、自己申告に基づく主
観的な学習成果（間接評価）だけではなく直
接評価による客観的な学習成果を含める必
要がある。 
 医学教育の分野では、直接評価の結果を分
析している研究もあるが、これらの研究は複
数の試験結果の相関を分析したものであり
（例えば、西岡和昭ほか「解剖学の実習成績
と筆記試験成績との相関」『医学教育』43 巻
3 号、2012 年）、学生の社会的背景や学生の
学習への関与などを規定要因に設定した社
会学的な視点からの研究ではない。海外の事
例を含めれば、例えば、トーマス・ジェファ
ーソン大学の縦断研究や AAMC の GQ、MSQ な
どのように、社会学的な視点からの研究もあ
るが（前田 2013）、管見の限りでは、日本国
内の事例を用いた社会学的な視点からの研
究はみられない。先行研究を検討する中で、
学習成果の測定と規定要因の分析をする際
に、自己評価のような間接評価だけでなく、
直接評価を用いた研究が必要であると考え
るに至り、直接評価を学習成果として用いた
研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、直接評価 (累積 GPA)と学生調
査によって得られたデータを用いて、医学生

の学習成果（成績）の規定要因を明らかにす
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 アスティンのI-E-Oモデルを発展させたパ
スカレラのモデルは、カレッジ・インパクト
研究における代表的な理論枠組みの一つで
あり（Pascarella&Terenzini,2005）、日本国
内の研究においても分析枠組として用いら
れている。本研究ではこのモデルを援用して、
研究の枠組みを作成し（Maeda, 2013）、調査・
分析を行った。 
 分析の対象は千葉大学医学部6年次学生の
データである。GPA と性別に関しては千葉大
学医学部学務係の教務データを用いた。これ
以外のデータに関しては、千葉大学医学部医
学教育研究室が卒業時に実施している「千葉
大学医学部卒業時学生調査」（Graduation 
Questionnaire、以下 GQ と略す）の調査デー
タを用いた。2012 年度の GQ は 2013 年 3 月
24 日に、2013 年度は 2013 年 11 月 26 日に、
千葉大学の IT 室内でパソコン(LMS・Moodle
の調査回答フォーム)を用いて実施した。
2012年度GQの回答数は99件、回収率は99.0%
であり、2013 年度 GQ の回答数は 98 件、回収
率は 96.1％であった。GQ のデータと教務デ
ータを接合し、過年度生と調査への協力が得
られなかった学生のデータを除外した結果、
分析の対象は、2012 年度６年次生 92 名、2013
年度６年次生 96 名の合計 188 名の学生のデ
ータとなった。 
 学生の社会経済的背景（親学歴）や社会的
属性（性別）、学生の科目の学習や課外活動
への関与等を説明変数とし、学習成果（学内
での成績・累積 GPA）を被説明変数として重
回帰分析を行った。分析には IBM 社の
SPSS(v20.0)を用いた。 
 なお、千葉大学医学部における GPA の算出
方法は次の通りである。GPA=4.0× S の修得
単位数+3.0× A の修得単位数+2.0×B の修
得単位数+1.0× C の修得単位数/総履修登録
単位数(「不可(F)」の単位数を含む。)。ま
た、評語、評点、GP の換算表は以下の表１の
通りである。 
 
表１ 千葉大学医学部における 
評語、評点、GP の換算表 

 

評語 評点 GP 

秀（S） １００〜９０点 ４点 

優（A） ８９〜８０点 ３点 

良（B） ７９〜７０点 ２点 

可（C） ６９〜６０点 １点 

不可（F） ５９点以下 ０点 

 
 
 



４．研究成果 
 表 2の分析結果が得られた。一般教育、専
門教育（講義）に関わらず、在学中における
科目の学習への関与の強さが成績に影響 
を与えている（一般教育：β＝.261,p<.01,
専門教育（講義）：β＝.283,p<.001）。先行
研究（小方,2008）においても、学習成果に
対して在学中の学習の取組の規定力が大き
いことが指摘されているが、本分析の結果に
おいてもこのことが支持された。 
 趣味・レジャーへの関与の強さは成績に負
の影響を与えており（β＝−.210,p<.001）、
学習への関与と趣味・レジャーへの関与は、
成績と正・負の関係にあると考えられる。親
学歴の影響はほとんどみられなかったが、性
別 に 関 し て は 影 響 が み ら れ （ β ＝
−.152,p<.05）、女性の方が成績がよい。 
 医学生の在学中の成績に関して、直接評価
のデータ（累積 GPA）を用いて分析を行った
が、在学中の成績に対しては、学生の社会経
済的背景や社会的属性といった可変性の低
い変数よりも、大学入学後の学生の学習への
関与や経験といった可変性の高い変数の影
響が大きいことが明らかになった。 

 

表２ 累積 GPA を被説明変数とする 

重回帰分析の結果 
 

 

 

 

 

＜倫理的配慮＞ 

 本研究は千葉大学医学部倫理審査委員会

の承認を得て実施した。学生には説明文書を

用いて説明を行い、教務データの使用に関し

ては同意書によって同意を得た。また、卒業

時のアンケート調査に関しては、アンケート

への回答をもって同意とすることを書面で

説明した上で回答を得た。 
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N 169 

注） β：標準偏回帰係数   

***p<.001   **p<.01    *p<.05 
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